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感情知覚に対するセンシティビティが異なる評価者群の違いが，発話に付与される感情ラベルにも影響を与

えることを明らかにするため，自発対話感情音声コーパスに対し，感情知覚に対するセンシティビティを統

制した評価者群と統制しない評価者群が付与した感情ラベルを比較した。その結果，評価者群の違いが感情

評定結果に大きく影響し，発話数が多い感情の種類が異なることが示された。さらに，評価者群間で付与さ

れた感情ラベルが一致する割合を調べたところ，多くの感情がふたつの評価者群間で同じ感情ラベルが付与

される割合が高くなるものの，怒りの感情は嫌悪と判定される割合が高いことも示された。
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